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「GREENURI」 のためのブラン ドロゴデザインと

ブースデザイン

「GREENURI」BrandLogoDesign&BoothDesign

安 起 螢

昨年、韓国の貿易振興公社の展示場 にて、世界の中小企業が参加する 「2010国

際エコ産業関連商品展示会」が行われた。 これは、主にアジアを中心とする様々な

国の中小企業が自社の新技術力 と新商品のPR・ 販売、そして技術商談 ・情報交流

などを目的とする行事である。

これに参加 した 「サンジンエルエヌディ(SAMJINLNDco .ltd,)」という会社は、

1987年 設立後、主にTV、PC、 そ して携帯 などの部品及びディスプレイ画面を製

造する会社 として成長を続け、今や本社(韓 国)と 海外4支 社(中 国2社 、メキシ

コ1社 、スロバキア1社)に 従業員数約3 ,000名 を抱 える年間売出額約250億 円

(2010年 基準)の 屈指の企業となった。そ して、2009年 からは中国をはじめとする

アジア市場 と欧米市場 を見込んださらなる事業拡大のため、今迄の 「BLU(Back

LightUnit)技 術」を生かし、省エネルギー商品であるLEDラ イ ト製品開発販売

のための新たな会社 を設立 した。

しかし、同 じSAMJINLNDの 社名で事業展開を進めるのは限界があると判断 し

た会社側は新たな会社のための商号とそのブランドロゴデザインの開発方針 を定め

た。そして、前述 した国際行事の参加 を機に、これ らに伴 う新たな会社のブランド

ロゴデザインを行い様々なPRに 生かすことにした。

今回は、このようなデザインと商品展示用のブースデザインまで トータルで制作

を依頼された。

当社は、2005年 からグロバール企業を目指 し事業拡大 を進める際、関連企業や

行政機関そ して金融機関などにイメージアップを図るため、当時の社名 「(株)三

進精密」から 「(株)SAMJINLND」 に社名を変更した。そ して、これに伴う新た

な企業のCJ.P(CorporateIdentityPlan)を 依頼 され、1年 掛か りでデザインを
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行 った こ ともあ り、今 も様 々なデザ イン関連の仕事 に間接的 に協力 してい る。そ し

て、 この ような縁で今 回 もデザ イ ンプロジエ ク トを依頼 されるこ とになった。

デザ イ ンに関 しては、予 め会社側 か ら用意 された制作条件 と予算 な どが提示 され

た。

そのデザイ ン条件 の内容 は、

① ブラ ン ドネー ミング(社 名 と商品名 を兼 ねる):5文 字(ハ ングル表記)を 超 え

ない こ と(な るべ く3～4文 字 に納め るこ とが望 ま しい)、 発 音 しやす く覚 えやす

い こ と、 アルフ ァベ ッ ト表記や外 国人の発音が容易で あるこ とな ど

② ロゴデザ イ ン:ワ ー ドマ ーク(ア ルフ ァベ ッ トで表記 され、 なおかつ可読性 のあ

るロゴ)で あ りなが ら文字 のま まではな くブラ ン ドロ ゴ的なデザ イ ン要素 があるこ

と、エ コ(自 然)の イメージが感 じられる こと、グ ラデーシ ョン表現 は用 いないこ

と、カ ラーは2色(緑 色 は必 ず1色 含 める)以 内な ど

③ ブース デザ イ ン:展 示 場の レンタル使用 面積(600cm×600cm)を 最大生 かす こ

と、 ロゴやその カラーの イメー ジが用い られ ること、明 る く親 しみやすい(ア ッ ト

ホーム)イ メー ジであ ることな どであ った。

次 にその デザ インプロセス は、

① ブラ ン ドネー ミング:当 社 の広報担 当者 と技術 開発担 当者、 そ して海外支社管理

担 当者 と本 人を含 め4人 が それぞれ10案 ずつ(総40案)出 し合 い、その中で候補

5案 に絞 り、社 内の投 票 で1案 を決 める こ とに した。 そ して、決 まったブ ラン ド

ネー ミングが 「Greenuri(グ リンヌ リ)」 である。

これ は、"緑"と"自 然"を 意 味 しなが ら、今 やエ コの象徴 的な単語 の一つ とし

て我 々の生活 に浸 透 している英 語の 「green」 と、韓 国語 の古 い言葉 として"世 の

中"、"世"、"全 世界 に"な どの意味が あ る 「nuri(ヌ リ)」 の合 成語で ある。そ し

て、 なおかつハ ングルの4文 字表記で他の条件 もほ とんどク リア して いる。

② ロ ゴデザ イ ン:私 は、 この 「Greenuri」 を用 いた ロゴデザ イ ン10案 を提 案 した

(図1)。 そ して、 これを当社役員(12名)の 投 票で候補3案(案D/案E/案G)

に絞 った後 、 また この3案 を韓 国の本社 と海外 支社(中 国、 メキ シコ、 ス ロバ キ

ア)の 社員 らの投票 を行 った結果 、最終案 として決 まったのが 「案G」 であ る。

この ような経緯 を経 て決 まった案に、会社担 当者 と私 が最終意 見 を交 わ し、若干
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の修正を加え完成されたブランドロゴが 「図2」 ある。

③ブースデザイン:場 所 レンタル費、施工費と撤収費、デザイン代 などを含めた予

算 を提示 された。また、依頼決定か ら制作時間が相当短かったため、なるべ くその

形や素材面で簡素なデザインを目指 した。そして、全体のカラーはデザイン条件 に

従いグリー ンと光 をイメージしたホワイ トをベースにし、一階は商品展示 コーナ、

二階は商談 コーナを設けた(図3)。

最後 に、 この 「Greenuri」 のブラ ン ドロ ゴデザ インとブース デザ イ ンは私が担 当

す るゼ ミ生 の協 力 を得 て進 め た もの であ る。 その ため、 これ を機 にデザ イ ンオペ

レー タ としてサポ ー トして くれ た学生 と今 回の プロジエ ク トを任せ て くれた(株)

SAMJINLNDに も感謝の言葉 を申 し上 げたい。そ して、 このデザ イ ンはアメ リカ

Graphis(グ ラフ ィス)社 の年鑑 「GraphisLogo8」 掲 載作 品募 集 にエ ン トリー し、

Gold賞 を受賞、 来年発行 される年鑑 に掲 載 され るこ とになった(図4)。










